
令和元年度 決算報告書 

 

国立大学法人北見工業大学 

 

（単位 百万円） 

区    分 予 算 額 決 算 額 
差  額 

（決算－予算） 
備 考 

収入 

 運営費交付金 

 施設整備費補助金 

 補助金等収入 

 大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 

 自己収入 

  授業料、入学料及び検定料収入 

  財産処分収入 

  雑収入 

 産学連携等研究収入及び寄附金収入等 

 引当金取崩 

 目的積立金取崩 

計 

 

 ２，３７４ 

  ４０４ 

   － 

 １５ 

 １，１７０ 

 １，０９４ 

－ 

   ７６ 

１５１ 

－ 

４０ 

４，１５４ 

 

 

２，４３９ 

  ４０４ 

８０ 

１５ 

１，２０２ 

１，０８４ 

３３ 

８５ 

２５６ 

３ 

６８ 

４，４６７ 

 

６５ 

－ 

８０ 

－ 

３２ 

△１０ 

３３ 

９ 

１０５ 

３ 

２８ 

３１３ 

 

（注１） 

 

（注２） 

 

 

（注３） 

（注４） 

（注５） 

（注６） 

（注７） 

（注８） 

支出 

 業務費 

  教育研究経費 

 施設整備費 

 補助金等 

 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 

 大学改革支援・学位授与機構施設費納付金 

  

計 

 

 ３，５８４ 

３，５８４ 

  ４１９ 

－ 

１５１ 

－    

   

 ４，１５４ 

 

３，５４８ 

３，５４８ 

４１９ 

８０ 

２２６ 

７ 

 

４，２８０ 

 

△３６ 

△３６ 

－ 

８０ 

７５ 

７ 

 

１２６ 

 

 

（注９） 

 

（注１０） 

（注１１） 

（注１２） 

 

収入－支出 － １８７ １８７  

 

○ 予算と決算の差異について 

（注１）運営費交付金については、予算段階では予定していなかった特殊要因経費が交付されたことにより、予

算額に比して決算額が６５百万円多額となっています。 

（注２）補助金等収入については、予算段階では予定していなかった補助金の獲得により、予算額に比して決算

額が８０百万円多額となっています。 

（注３）授業料、入学料及び検定料収入については、在籍者の減少による授業料収入の減及び徴収対象者数の減

少による入学料収入の減により、予算額に比して決算額が１０百万円少額となっています。 

（注４）財産処分収入については、屈斜路研修所の土地及び建物を売却したため、予算額に比して決算額が３３

百万円多額となっています。 

（注５）雑収入については、科研費間接経費等の増加により、予算額に比して決算額が９百万円多額となってい

ます。 



（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では予定していなかった受託研究等の獲得

に努めたため、予算額に比して決算額が１０５百万円多額となっています。 

（注７）引当金取崩については、引当金によるＰＣＢ処分費用の支払いに伴い、経費相当分を取り崩したことに

より、予算額に比して決算額が３百万円多額となっています。 

（注８）目的積立金取崩については、予算段階では予定していなかった事業の増加により、予算額に比して決算

額が２８百万円多額となっています。 

（注９）教育研究経費については、経費の節減に努めたことにより、予算額に比して決算額が３６百万円少額と

なっています。 

（注１０）補助金等については、（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が８０百万円多額となって

います。 

（注１１）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注６）に示した理由により、予算額に比して決

算額が７５百万円多額となっています。 

（注１２）大学改革支援・学位授与機構施設費納付金については、（注４）に示した理由により、予算額に比して

決算額が７百万円多額となっています。 


